
開拓魂 大きく羽ばたく 当中生！part9

□男子バスケットボール部
第39回北海道中学校バスケットボール新人大会北大会

12月27日（金）～29日（日）（旭川市） 第1位
最優秀選手 ２年 角谷 凌來
優秀選手 ２年 田中 陸

□女子ソフトテニス部
上川南部地区1年生インドア研修大会
兼第7回北海道中学生1年生団体王座

ソフトテニス大会予選会 1月19日（日）

女子個人 第1位 諸井 羅々 菊地 蘭夢

第2位 大塚 心々 前川 紗希

第3位 廣富 瑠衣 大塚 麻央

□吹奏楽部
北海道管楽器個人及びアンサンブルコンテスト

旭川地区予選 1月18日(土)（旭川市）

中学生個人の部 銀賞 川端 木実
中学生アンサンブルの部 銀賞 木管六重奏

舟山 優那 川端 木実 髙栁 凛子
大野 志穂 丹羽 楓花 妹尾 寧々

【冬季中体連大会】

□当麻ＸＣスキー少年団
令和6年度上川北部・南部地区中学校スキー大会

ノルディック競技フリー 12月21日(土）（名寄市）
男子の部 亀山晟史 2位 全道大会出場権獲得
女子の部 佐藤由奈 2位 全道大会出場権獲得

令和6年度上川北部・南部地区中学校スキー大会
ノルディック競技クラシカル 12月28日(土）（下川町）

男子の部 亀山晟史 3位 全道大会出場権獲得
女子の部 佐藤由奈 1位 全道大会出場権獲得

第57回北海道中学校スキー大会クロスカントリー競技
1月1１日(土)～12日（日）（名寄市）

男子の部
亀山晟史 クラシカル24位 フリー20位

女子の部
佐藤由奈 クラシカル14位 フリー10位

学校の公衆電話の機種が変わります
現在職員室前に設置しているNTTの公衆電話が

年内に撤去されます。その代わりに、別の電話機が

設置されますが、テレフォンカードが使用できない

機種になります。使用の際には、ご留意願います。

２月１９日(水)に、第２回ＰＴＡ運営委員会を１８時３０分
から当麻中学校体育館で行います。今年度のＰＴＡ活動のまと
めについて話し合います。ＰＴＡ役員の皆様はご出席いただき
ますようお願いします。

令和７年1月３１日

当麻町立当麻中学校

令和６年度学校通信 NO.10

◎ 学んだことを活用し 確かな力を身に付ける生徒

◎ 思 い を 交 流 し 合 い 価 値 を 創 造 す る 生 徒

◎ 率 先 し て 行 動 し 成 長 を 実 感 す る 生 徒

当麻中学校

学校教育目標

新しい年が始まって、１か月が過ぎようとしています。学校は1月15日に始
業式を行い、３学期が始まりました。今年もどうぞよろしくお願いいたします。
今年は「巳（み）年」です。そして実は、私は年女、還暦を迎えます。この節
目の年に、改めて命の大切さや、生徒の皆さん一人一人の未来への可能性につ
いてお話ししたいと思います。
「巳年」と聞くと、皆様はどのようなイメージをもつでしょうか。 巳（蛇）

は、昔から「成長」や「再生」を象徴する存在と言われています。蛇は脱皮を
繰り返しながら成長しますが、その姿から「新しい自分に生まれ変わる」とい
う意味が込められているそうです。この「脱皮」という言葉には、私たち自身
が成長し、困難や変化を乗り越えていく力が表現されているように思います。
個人的には、還暦を迎えるということは、60年という年月を振り返りながら、

これからの新しいスタートを迎える節目でもあります。この60年を振り返ると、
喜びや感謝に満ちた出来事だけでなく、困難に直面し、それを乗り越えた経験
もたくさんありました。その中で感じたのは、何より「命があることの尊さ」
と、それを支えてくださった人たちへの感謝の気持ちです。私たちがこうして
充実した毎日を過ごすことができるのは、家族、友人、そして社会全体の支え
があるからです。

生徒の皆さんは、これからの長い人生で多くの選択や挑戦の場面に出会うこと
でしょう。その中には、楽しいことだけでなく、苦しいことや悩むこともある
かもしれません。しかし、それを「自分を成長させるための脱皮」と考え、前
向きに取り組むことが大切です。困難を乗り越えた先には、きっと一回り大き
くなった自分に出会えるはずです。
昨今の社会情勢を見てみると、戦争や自然災害、環境問題など、命にかかわる

深刻な出来事が多く報じられています。これらの課題に向き合い、解決するた
めには、一人一人が命の大切さを改めて考え、周囲の人や自然を大切にする心
を育むことが求められます。それは、日常生活の中で、小さな行動を積み重ね
るところから始まります。たとえば、家族や友人に感謝の言葉を伝えたり、困
っている人に優しく手を差し伸べたりすることです。こうした行動がすべて、
命を大切にする行動につながります。
新しい年を迎え、皆さんも「脱皮」のように成長し、自分の可能性を広げて

いってください。そして、「命の大切さ」を心に刻みながら、自分や周りの人を
大切にし、未来に向けて力強い一歩を踏み出していきましょう。巳年であるこ
の年が、皆にとって成長と感謝に満ちた一年となることを心から願っています。

保護者の皆様、地域の皆様、子どもたちが、健康で穏やかな学校生活を送るこ
とができるように、全教職員で教育活動に取り組みますので、今後ともご理解
とご協力をお願いいたします。

令和7年、新しい年がスタートしました
当麻町立当麻中学校長

袰 田 佳奈恵

当麻町は幼小中連携・ 小中一貫教育を推進します

「義務教育終了時の姿」 ふるさとに誇りをもち、仲間とともに未来を切り拓く子ども

１ 土

２ 日

３ 月 定例委員会

４ 火 職員会議 研修日

５ 水 １・２年生学力テスト

６ 木 参観日（１・２年）ＡＬＴ

７ 金 漢字検定

８ 土 Ｋスポーツ杯

バスケットボール大会(～９日)

９ 日 旭川高専一般入試

上川南部地区中学生

インドアソフトテニス研修大会

10 月 公立高校推薦入試

※３年生弁当持参

11 火 建国記念日

12 水

13 木 私立高校一般入試

ＡＬＴ

新入生説明会

６年生中学校授業体験

14 金

15 土 北海道中学生女子インドア

ソフトテニス研修大会（～16日）

16 日

17 月

18 火 職員会議

19 水 幼小中連携協議会全体会

第２回PTA運営委員会

20 木 ２年１組かたるべ交流

ＡＬＴ 卒業式係決め

21 金 ２年２組かたるべ交流

22 土

23 日 天皇誕生日

24 月 振替休日

25 火 朝会

26 水 卒業式係会議

27 木 ＡＬＴ

イングリッシュシャワー④

28 金

２月の行事予定



北海道教育委員会から保護者向け情報

「教育ほっかいどう家庭版ほっとネット」第75号
下のURLから資料が確認できます。

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ksk/Public_relations/publications/kouhousi2.html

スキー授業 穏やかな天候の中、ウィンタースポーツを楽しむ

三学期が始まってすぐに、１、２年生は、スキー授業を行いました。今年もぴっぷス
キー場でそれぞれ２回ずつ、専門のインストラクターが指導する中、生徒たちは基礎技術の
習得に励みました。スキー授業は、小学校から継続して取り組んでいますが、子どもたちは
北海道の冬ならではのスポーツを体育の授業で体感しています。スキーを通して体力作り
はもちろん、ふるさとを思う気持ちも高めてほしいと願います。

◇数値：「当てはまる・どちらかと言えば当てはまる」(肯定的な評価)の割合（％）
◇「評価項目」の記載は保護者用。生徒、教職員も同じ観点。上段が期末評価、下段が中間評価の数値

NO 評 価 項 目 生徒 保護者 教職員

1 お子さんは、「学校の授業は楽しい」と言っている。 82.7 70.0 90.9
85.4 71.4 76.9

2 お子さんは、パソコンなどのICT機器を有効に使用しながら、学習している。 78.8 61.7 90.9
76.7 60.2 84.6

3 お子さんは、自分の健康を考え、規則正しい生活を心がけている。 84.6 56.7 81.8
83.5 64.3 100

4 お子さんは、いじめや嫌な思いをさせないように心がけ、仲間を大切にしている。 98.1 93.3 72.7
93.2 96.9 76.9

5 お子さんは、自分の考えをもち、他の意見を聞いて学習に取り組んでいる。 91.3 80.0 72.7
92.5 75.5 69.2

6 お子さんは、自分の生活を見直し、改善しようと努力している。 76.9 65.0 70.0
81.2 63.3 69.2

7 お子さんは、学校行事や生徒会活動に、仲間と協力して、積極的に参加している。 94.2 88.3 100
85.0 88.8 100

8 お子さんは、夢や希望に向かって、努力している。 89.4 77.7 80.0
82.7 78.6 53.8

9 学校の環境は整備されていて、生徒の学習や生活にふさわしいものとなっている。 86.5 88.3 100
93.2 88.8 92.3

10 学校は、子どもたちが、地域における体験的な学習やボランティア活動に取り組む機会 57.7 85.0 81.8
を設けている。 63.9 87.8 61.5

本校の教育活動について、記述形式で様々なご意見をいただいております。

◆体育用具の充実についてのご意見をいただきました。

学校の配当予算と生徒の使用状況を考慮し、必要な用具については購入を検討いたします。

◆教師が発する言動や生徒への指導についてのご意見をいただきました。

ご意見は真摯に受け止め、誤解を与える発言はしないことを教職員で確認いたしました。また、生徒への

指導・支援については、改めて子どもの実態を踏まえた対応に努めていきます。

２学期に実施しました学校評価（保護者）の結果をお知らせします。

評価項目に対する数値、また中間と期末の数値の比較から成果と課題が見えてきます。数値から全体的に評価が高か

った項目と課題となった項目については、下の囲みになります。

今回のアンケート結果で得られた成果と課題は、残り少ない今年度、また次年度に活かし、生徒にとって充実感ある

学校となるように教育活動を進めていきます。引き続き、変わらぬご支援とご協力をよろしくお願いいたします。

評価が高かった項目

〇いじめへの対応（生徒・保護者）

〇学校行事や生徒会活動への取組（生徒・保護者）

〇学習や生活にふさわしい環境整備（生徒・保護者）

〇自分の考えをもち、他の意見を聞いて学習する（生徒）

○夢や希望に向かって、努力する（生徒）

課題となった項目

▲ICT機器を有効に使用した学習（生徒・保護者）

▲自分の生活を見直し、改善しようと努力する（生徒・保護者）

▲地域における体験的な学習やボランティア活動に取り組

む機会の提供（生徒）

▲自分の生活を見直し、改善しようと努力する（保護者）

学校評価アンケート（期末評価）から学校評価アンケート（期末評価）から～ご協力ありがとうございました！～ご協力ありがとうございました！

1月２１日(火)に、今年度2回目の高校生による「イン
ターンシップ」（職場体験）の受入を行いました。今回は、
旭川藤星高校の2年生５名が来校しました。高校生は、
授業や給食などの場面で教師と生徒の関わりを間近にし
て、自分自身の将来の職業選択のヒントにしたり、人との
コミュニケーションの取り方についてなどを学んだりしま
した。また、午後には教員との座談会が行われ、教師とい
う仕事について思っていることや気になることを質問し、
自分の考え方を深めていました。高校生の来校は、本校の生徒にとっても普段の生活にはない新鮮さと

緊張感を感じ取る機会になりました。

高校生のインターンシップ（第2回目）実施高校生のインターンシップ（第2回目）実施

☆高校生の感想から（一部）

◇今、毎回話し相手の価値観が同じだとは思わ

ずに相手の気持ちを優先してコミュニケーシ

ョンをとれる大人になりたいと思いました。

◇成長を近くで見れる教員の仕事に興味をもっ

た。私が抱いていた教員のイメージと実際の

話しを聞くと知らなかったことばかりで以前

よりプラスのイメージをもてた。

北海道教育委員会・北海道警察からの情報

SNSの利用に注意！「犯罪実行者の実態」
https://drive.google.com/file/d/1yW76eLccHy_OS_BM9HvEjq4nefIXmfN7/view?usp=sharing

スマートフォンを通して犯罪に加担するケースが増えています。

ご家庭でも改めて使用方法について話し合ってみてください。

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ksk/Public_relations/publications/kouhousi2.html
https://drive.google.com/file/d/1yW76eLccHy_OS_BM9HvEjq4nefIXmfN7/view?usp=sharing

